
インテルの知財戦略：オープン＆クローズ戦略とグ
ローバル知的財産マネジメントの全貌

エグゼクティブサマリ

知的財産基盤の重要性: インテルは世界で約7万件の特許資産を保有し 、特許・著作権・商標・営
業秘密など多面的な知的財産権を自社の製品・サービス開発の支柱と位置付けています 。知的財
産制度の健全性がイノベーション促進に不可欠との立場から、各国の特許制度改革にも積極的に関与
しています 。 
「オープン＆クローズ戦略」の採用: インテルはコア技術を自社で独占（クローズ）しつつ、周辺技術
やインターフェースは標準化・公開（オープン）する戦略を取ってきました。具体的には、CPUマイ
クロアーキテクチャやチップセットの内部仕様はブラックボックス化し特許・NDAで保護する一方、
外部バス規格（PCIやUSB等）は業界標準として無償公開しました 。これにより自社CPUを中
心としたエコシステム拡大に成功しつつ、核心部分の競争優位を維持しています。 
積極的なクロスライセンス: 知財紛争を最小化するため、競合他社との包括的なクロスライセンス契
約を締結してきました。2009年にはAMDとの間で5年間の特許クロスライセンス契約を結び、インテ
ルが12.5億ドルを支払い係争中の独禁法・特許訴訟を全面和解しています 。2011年には
NVIDIAとの特許係争を終結させる長期クロスライセンスを締結し、インテルがNVIDIAに5年間で15億
ドル支払うことで互いの特許利用を認め合いました 。これら契約によりx86アーキテクチャなど基
幹技術を守りつつ、将来の訴訟リスクを軽減しています。 
知財ポートフォリオ拡充と技術分野の多様化: インテルは2010年代以降、特許出願を大幅に拡大し、
米国特許の出願件数は2010～2015年の約13,600件から2015～2020年には31,800件超へと倍増しまし
た 。近年は半導体プロセスやCPUのみならず、AIや自動運転（Mobileye買収による）など新領域
の発明を積極的に特許化しています 。他方、製造プロセスの秘訣など公開すれば模倣される
技術は営業秘密として保持し、重要特許は非公開制度（NPR）で出願時期を調整するなど、特許と秘
匿化を使い分ける戦略も取っています 。 
組織体制とグローバル管理: 同社の知財管理は法務部門を中心に行われ、世界各国で専門法律事務所
と連携して権利取得・維持をしています 。米国を中心にイスラエル、中国、インド、ドイツなど
多国籍な発明人ネットワークを活用し 、年間数千件規模の特許を取得する体制です。知財ポート
フォリオは定期的に見直しが図られ、不要分野では特許売却・譲渡も行います（例：2019年にスマー
トフォン向けモデム事業から撤退し、関連する約8,500件の特許資産をApple社等に譲渡） 。 
知財係争とリスク対応: 特許紛争件数はインテルの市場支配力を反映して多数発生していますが、近年
は防衛策強化により2018～2020年に半導体分野で88件あった訴訟が、2021～2023年には約25件に減
少しました 。しかし依然としてNPE（非実施主体）による巨額訴訟の脅威に直面しており、2021
～2022年のVLSI社による訴訟では米テキサス州陪審が21億ドル超の賠償評決を下す事態となりました

。インテルは控訴や特許無効手続きで争うと同時に、2025年にはVLSIの親会社ファンドとの関係
性を突いたライセンス抗弁で9.49億ドルの評決取り消しにつながる勝訴も勝ち取っています 。知
財リスクに対して訴訟防御と和解戦略を両面で駆使している状況です。 
業界横断的な知財ネットワーク: インテルは自社の権利行使だけでなく、業界全体の知財環境整備に
も注力しています。たとえば標準化団体に参加する際は特許を合理的非差別条件でライセンス提供す
るコミットメントを遵守し 、Thunderboltなど自社開発インターフェース技術は無償で仕様公開
してUSB4として業界標準化しました 。さらに2020年代にはLOT Network（特許譲渡時の相互ラ
イセンス網）に加盟し、2025年にはセルシス社との間でLOT契約を締結するなど、特許トロール対策
の企業連合にも積極参画しています 。こうしたネットワーク型防衛策により、第三者への特
許流出による訴訟リスク軽減を図っています。 
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競合他社との比較: インテルの知財戦略は、同業他社やIP専業企業と比して独自色があります（詳細は
「競合比較」章参照）。AMDは自社も約1.5万件の特許を保有しますが 、x86互換CPUに関しては
インテルとのクロスライセンスに依存し、自社IP収益より製品売上重視の戦略です。Qualcommは約
14万件の特許資産を擁し 、携帯通信技術の特許ライセンス収入を収益源としていますが、インテ
ルはこうした専業ライセンスモデルではなく、自社製品競争力の確保を最優先に知財を活用していま
す。ARM社は約6～8千件規模の特許を背景にCPUコア設計を幅広くライセンス供与するビジネスモデ
ルで、ソフトバンクによる買収・IPOなどその価値は特許よりアーキテクチャそのもののエコシステ
ムにあります。一方インテルはx86アーキテクチャを外部には限定的にしか許諾せず、自社製品による
市場支配力維持を重視しており、ARMの「オープンライセンス」路線とは対照的です。 
リスクと課題: 短期的には特許訴訟の多発や営業秘密漏洩のリスクがあります。特に技術系人材の流動
化に伴い、競合企業への人材移籍によるノウハウ流出が懸念されています 。中期的には標準必須
特許のFRAND供与義務や各国政府の強制実施（Compulsory Licensing）圧力により、一部コア特許を
十分行使できない可能性があります 。長期的にはRISC-VのようなオープンソースISAの台頭によ
り、インテルのプロプライエタリなCPUアーキテクチャ優位が相対的に低下するリスクが指摘されま
す。また米中摩擦に起因する技術デカップリングで、中国企業が独自のCPU/IP開発を加速すれば、新
たな競争軸が生まれるでしょう。インテルはこれら課題に対し、特許法改革への働きかけ（例：訴訟
費用低減や特許の質向上） や、オープンソースコミュニティ支援・他社とのアライアンス強化
によるリスク分散など、多角的な対応を進める必要があります。 
今後の展望: インテルの知財戦略は、製造受託（ファウンドリ）ビジネス参入に伴い新たな局面を迎
えています。ファウンドリ事業では顧客の設計IPを扱うため、自社特許による「囲い込み」一辺倒か
ら、他社IPとの協調や保護（顧客の知財漏洩防止）が重視されます。実際、Intel Foundry Servicesで
は他社の設計IPを提供する「IPアライアンス」を構築し、標準セルやインターフェースIPを含む包括
的なIPポートフォリオを顧客に提供しています 。今後はRISC-Vエコシステムへの投資（SiFive社
との提携など） を通じてオープンアーキテクチャを取り込み、自社製造基盤と外部IPの融合によ
る新たな価値創出が図られると見られます。また、量子コンピュータ等の新分野でも特許出願を進め
ており 、将来の競争力確保に備えています。政策面では欧州の単一特許・統一特許裁判所の始動
や、中国・インドの特許法整備に対応しつつ 、グローバル企業として各地域で知財リスクを管
理・最適化していく展望です。 

背景と基本方針

半導体産業における知財の位置付け: インテルは「Intel Inside」で知られるCPUメーカーとして、創業当初よ
り自社の技術的優位を知的財産で保護する戦略を取ってきました。CPUの回路設計や製造プロセスは模倣容
易であり、知財保護なくしては巨額のR&D投資の回収が困難なためです。1970年代、初のマイクロプロセッ
サ4004を開発した際も、チップ設計を特許で押さえつつ量産供給しました。その後もx86アーキテクチャを中
心にPC用CPU市場を牽引し、競合の互換CPUメーカー（AMDやかつてのCyrix社など）に対して特許侵害で訴
訟を提起するなど、知財による参入障壁構築を図ってきた歴史があります。例えば1990年代、インテルは自
社486CPUに互換品を出したCyrixに訴訟を起こし和解、またAMDとも386/486世代以降ライセンス条件を巡っ
て長年係争してきました 。こうした経緯から、「中核技術は死守する」という基本方針が培われてい
ます。

オープン＆クローズ戦略の形成: もっとも、単に特許で囲い込むだけでは市場全体の拡大を阻害しかねませ
ん。インテルは自社製品（MPU）の普及促進のため、オープン・クローズ戦略と称される知財戦略を実践し
てきました 。すなわち、「核となるCPU技術はクローズ＝自社独占し、周辺技術やインターフェース
をオープン＝公開標準化して他社にも利益機会を与える」という方針です 。この戦略の背景には、自社だ
けで市場を独占するよりも、他社の協力を得てプラットフォーム全体を拡大した方が結果的に自社CPUの販
売も伸びるという考えがあります 。例えば1980～90年代、インテルはPCアーキテクチャの標準化に尽力
し、CPUソケット外部のバスや周辺I/O（例：メモリ接続、拡張スロット規格）を業界標準のオープンイン
ターフェースとしました 。代表例が1990年代のPCIバスで、インテルが提唱したこの拡張バス規格を
無償公開すると、他社が多数の周辺機器をPCI対応で開発・供給するようになり、PC市場全体の活性化につな
がりました 。一方で、CPU本体とそれを制御するチップセットの内部仕様や通信プロトコルは公開せ
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ず、利用にはインテルとの契約（NDA下での情報提供や特許ライセンス）が必要な状態を維持しました
。その結果、競合の互換CPUメーカーにとってはインテルが築いたプラットフォーム（CPU+チップセッ

ト）の内部に入り込むことが極めて困難となり 、インテルは自社プラットフォーム上での主導権を確立し
たのです。このように「外をオープンに、内をクローズに」という基本戦略が同社の知財方針の根幹にありま
す。

知財に対する基本的なスタンス: インテル自身、公の知財ポリシーにおいて「公平かつバランスの取れた知的
財産保護と行使がイノベーションを促進する」という信念を掲げています 。同社は2020年代に入り、世
界各国で約7万件の特許資産を保有すると公表しており（申請中含む） 、イノベーションの成果である知
財こそが事業の中核価値であると位置づけています。また知財制度全体にも見識を示し、例えば「各国の特
許制度は時代に合わせ進化し、公正な運用で発明者と製品メーカーの利益をバランスすべき」と主張してい
ます 。特に近年問題視される「低品質特許」（権利範囲不明確・先行技術未検証のまま発行された特
許）が訴訟を誘発し、本来のR&D投資を阻害している点を指摘し 、各国特許庁の審査能力向上や無効審判
制度整備による「疑わしい特許」の排除に取り組む姿勢です 。インテルは米国ビジネスとして、自社が特
許訴訟に費やすコストを「イノベーションへの課税（innovation  tax）」と表現し 、産業界全体の発明促
進のために特許制度改革を訴えるリーダー的立場も担っています。実際、米国では特許トロール対策として
2011年の米国発明法（AIA）成立に貢献し、特許無効審理（IPR）制度の活用を推進するなど政策提言を行っ
ています。また欧州や中国・インドなど新興国でも、現地政府と協働して特許審査の質や訴訟ルールの整備
に関与していると報告されています 。

知財と企業倫理: インテルは知財権の強力な行使企業として時に批判も受けますが、同時に公共の利益との両
立も図ろうとしています。顕著な例として、COVID-19パンデミックへの対応があります。2020年、同社は自
社の世界中の特許ポートフォリオをCOVID-19関連の研究者・機関に対し無償開放すると発表しました 。
これは「知的財産を自由に使ってもらうことで人命を救う助けになる」との信念によるもので、通常は厳重に
保護する特許も人類の危機に際しては例外的に提供するという判断でした 。同社法務トップのスティー
ブ・ロジャース氏は「発明と知財保護は続けるが、パンデミック対策に従事する人々には我々の知財を自由
に使ってもらう」と述べており 、知財の社会的役割にも配慮する姿勢がうかがえます。このようにインテ
ルの基本方針は、自社利益の最大化と産業全体の発展・社会貢献とのバランスを意識した知財戦略であると
言えるでしょう。

当章の参考資料

Intel Public Intellectual Property Policy – (Intel公式サイト) https://www.intel.com/content/www/
us/en/policy/policy-ip.html
Intel Online Annual Report 2025 – Intellectual Capital (Intel公式IR) https://www.intc.com/intel-
online-annual-report/our-capital/intellectual-capital
Intel Public Policy: IP and Patent Reform (Intel公式サイト) https://www.intel.com/content/www/
us/en/policy/policy-ip-patent-reform.html
営業秘密ラボ「インテルのMPU普及から考える知財戦略」(ブログ, 2023年1月15日) https://www.xn--
zdkzaz18wncfj5sshx.com/2023/01/mpu.html
RBB Today「インテルとAMD、独禁法と知的財産の訴訟で全面和解」(2009年11月13日) https://
www.rbbtoday.com/article/2009/11/13/63732.html

全体像と組織体制

知財ポートフォリオの構成: インテルの知的財産ポートフォリオは、特許を中心に、トレードシークレット
（営業秘密）、マスクワーク（半導体回路配置の権利）、商標、著作権など多岐にわたります 。とりわ
け特許は同社知財戦略の核であり、2025年時点で全世界に約7万件の特許関連資産（特許・特許出願の総計）
を保有するとされています 。内訳は米国・欧州・中国など主要市場での権利取得が中心ですが、イスラエ
ルやインドなど技術拠点のある国にも広がっています 。この膨大な特許群は半導体設計・製造プロセス・

5

40

40

41

1

3 42

27

27

43

31

44

44

44

• 

• 

• 

• 

• 

2

1

14

3

http://merc.e.u-tokyo.ac.jp/mmrc/dp/pdf/MMRC171_2007.pdf#:~:text=Intel%20%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%81%AF%E3%80%81%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%81%AE%E5%A4%96%E5%81%B4%E3%82%92%E5%BE%B9%E5%BA%95%E7%9A%84%E3%81%AB%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%B3%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%81%AB%E3%81%97%E3%80%81%20%E5%86%85%E9%83%A8%E3%81%AF%E3%83%96%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%9C%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B9%E3%81%AB%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82%E5%A0%B4%E5%90%88%E3%81%AB%E3%82%88%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%AF%E3%80%81%E7%89%B9%E8%A8%B1%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E4%BF%9D%E8%AD%B7%E3%82%84%E3%80%81NDA%20%E7%B7%A0%E7%B5%90%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E4%BF%9D%E8%AD%B7%E3%82%92%20%E8%A1%8C%E3%81%A3%E3%81%9F%E3%80%82%E3%81%93%E3%81%AE%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%80%81Intel,%E3%81%AE%20CPU%20%E3%81%AE%E4%BB%A3%E6%9B%BF%E5%93%81%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E8%87%AA%E7%A4%BE%E3%81%AE%20CPU%20%E3%82%92%E6%8F%90%E4%BE%9B%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82%E3%81%9D
http://merc.e.u-tokyo.ac.jp/mmrc/dp/pdf/MMRC171_2007.pdf#:~:text=match%20at%20L2596%20%E5%80%A4%E3%81%AE%E6%BA%90%E6%B3%89%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%9F%E9%83%A8%E5%88%86%E3%82%92%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%B3%E5%8C%96%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82%E4%B8%80%E6%96%B9%E3%81%A7%20CPU,%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%82%E3%81%97%E3%81%8F%E3%81%AF%E7%89%B9%E8%A8%B1%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AE%E8%A8%B1%E8%AB%BE%E3%81%8C%E5%BF%85%E8%A6%81%E3%81%A7%E3%81%82%E3%81%A3%E3%81%9F%E3%80%82%E3%81%93%E3%81%AE%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%80%81%E4%BA%92%E6%8F%9B%20CPU%20%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%82%AB%E3%81%AF%E3%80%81%20Intel%20%E3%81%8C%E4%BD%9C%E3%82%8A%E4%B8%8A%E3%81%92%E3%81%9F%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%81%AB%E5%85%A5%E3%82%8A%E8%BE%BC%E3%82%80%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%8C%E5%A4%A7%E5%A4%89%E3%81%AB%E5%9B%B0%E9%9B%A3%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%81%A3%E3%81%9F%E3%80%82
http://merc.e.u-tokyo.ac.jp/mmrc/dp/pdf/MMRC171_2007.pdf#:~:text=match%20at%20L2596%20%E5%80%A4%E3%81%AE%E6%BA%90%E6%B3%89%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%9F%E9%83%A8%E5%88%86%E3%82%92%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%B3%E5%8C%96%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82%E4%B8%80%E6%96%B9%E3%81%A7%20CPU,%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%82%E3%81%97%E3%81%8F%E3%81%AF%E7%89%B9%E8%A8%B1%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AE%E8%A8%B1%E8%AB%BE%E3%81%8C%E5%BF%85%E8%A6%81%E3%81%A7%E3%81%82%E3%81%A3%E3%81%9F%E3%80%82%E3%81%93%E3%81%AE%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%80%81%E4%BA%92%E6%8F%9B%20CPU%20%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%82%AB%E3%81%AF%E3%80%81%20Intel%20%E3%81%8C%E4%BD%9C%E3%82%8A%E4%B8%8A%E3%81%92%E3%81%9F%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%81%AB%E5%85%A5%E3%82%8A%E8%BE%BC%E3%82%80%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%8C%E5%A4%A7%E5%A4%89%E3%81%AB%E5%9B%B0%E9%9B%A3%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%81%A3%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip.html#:~:text=Intel%20advocates%20for%20balanced%20protection,intellectual%20property%20that%20incentivizes%20innovation
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip.html#:~:text=Intel%20advocates%20for%20balanced%20protection,intellectual%20property%20that%20incentivizes%20innovation
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip-patent-reform.html#:~:text=Policy%3A%20IP%20%26%20Patent%20Reform,balanced%20through%20fair%20litigation%20rules
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip-patent-reform.html#:~:text=When%20problematic%20patents%20end%20up,that%20strike%20the%20proper%20balance
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip-patent-reform.html#:~:text=Questionable%20patents%20force%20companies%20like,problematic%20patents%20issued%20each%20year
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip-patent-reform.html#:~:text=Questionable%20patents%20force%20companies%20like,problematic%20patents%20issued%20each%20year
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip-patent-reform.html#:~:text=Questionable%20patents%20force%20companies%20like,problematic%20patents%20issued%20each%20year
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip-patent-reform.html#:~:text=innovators%20and%20the%20interest%20of,fostering%20technology%20development%20and%20achieving
https://www.intc.com/intel-online-annual-report/our-capital/intellectual-capital#:~:text=,protect%20people%20from%20the%20pandemic
https://www.intc.com/intel-online-annual-report/our-capital/intellectual-capital#:~:text=,protect%20people%20from%20the%20pandemic
https://www.intc.com/intel-online-annual-report/our-capital/intellectual-capital#:~:text=,protect%20people%20from%20the%20pandemic
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip.html
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip.html
https://www.intc.com/intel-online-annual-report/our-capital/intellectual-capital
https://www.intc.com/intel-online-annual-report/our-capital/intellectual-capital
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip-patent-reform.html
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip-patent-reform.html
https://www.xn--zdkzaz18wncfj5sshx.com/2023/01/mpu.html
https://www.xn--zdkzaz18wncfj5sshx.com/2023/01/mpu.html
https://www.rbbtoday.com/article/2009/11/13/63732.html
https://www.rbbtoday.com/article/2009/11/13/63732.html
https://www.intc.com/intel-online-annual-report/our-capital/intellectual-capital#:~:text=We%20own%20and%20develop%20significant,within%20Other%20Key%20Information
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip.html#:~:text=Intel%20advocates%20for%20balanced%20protection,intellectual%20property%20that%20incentivizes%20innovation
https://www.greyb.com/blog/intel-patent-strategy-in-semiconductor/#:~:text=Intel%E2%80%99s%20innovation%20extends%20globally%2C%20with,notable%20contributions%20from%20inventors%20in


マイクロアーキテクチャ・メモリ・通信・ソフトウェア最適化など、インテルの事業ドメイン全体を網羅し
ています。さらに、2010年代後半からは自動運転（Mobileye）やAIアクセラレーター（Habana  Labs）と
いった買収先の技術も特許資産に加わり、知財ポートフォリオは事業多角化に応じて拡大・多様化していま
す 。

知財管理の組織体制: インテル社内では、知的財産の管理・活用は法務部門が中心となって統括されていま
す。同社のゼネラルカウンセル（法務最高責任者）を務めるスティーブ・ロジャース氏（Executive  VP兼
GC）は知財戦略の司令塔であり、前述のCOVID-19対応など知財方針に関する発言を積極的に行っています

。法務部内には特許担当のチームがあり、自社の発明発掘（インベンション・ディスクロージャー）から
特許出願・権利化、他社特許のクリアランス調査、契約交渉や係争対応までを担っています。インテルは世
界各地に研究開発拠点を持ち、優秀な技術者を擁するため、各拠点で生まれた発明を迅速に特許出願する体
制があります。例えば、同社の発明者層を見ると米国出身者が大半ながら、イスラエル・中国・インド・ド
イツなど多国籍の発明者が名を連ね 、グローバルな人材ネットワークが技術創出と特許出願を支えていま
す。こうした発明を各国で権利化するため、インテルは国際的な特許法律事務所網とも提携しています。米国
ではSchwabe, Williamson & Wyatt法律事務所、欧州ではHeinz Goddar弁理士、中国ではNTD専利商標代理
有限公司といった専門家がインテルの特許出願を大量に手掛けており 、社内外のリソースを駆使して
知財ポートフォリオを構築・維持しています。

特許出願戦略と内部プロセス: インテルは特許出願数の点でも業界有数で、2000年代から毎年数千件規模の特
許を取得しています。特に2010年代半ば以降は出願件数が急増し、米国特許の出願件数は5年間で倍増しまし
た 。一方、これだけ大量の特許を出願・保有すると社内特許のカニバリゼーション（自社特許同士で新
出願が拒絶される状況）も起こりえます。実際、近年の米国特許審査で、インテル自身の既存特許を理由に
新規特許出願の一部請求が拒絶されるケースが2018～2022年で4,200件以上発生し、800件ほどの出願が最終
的に放棄に至ったと報告されています 。この問題への対策として、社内で出願前の技術文献調査を徹底し
たり、類似技術の統合出願を図るなど、内部審査プロセスの強化が課題となっています 。また、イン
テルは重要発明の一部に非公開化リクエスト（Non-Publication  Request）を活用しています。これによ
り、米国では出願から18か月後の公開をせず極限まで秘匿し、外国出願のタイミングや製品化に合わせて公
開時期をコントロールできます 。過去5年で約30件の重要特許でNPRを適用しており、その対象技術は集
積回路設計の最適化、量子コンピューティング、半導体の省電力技術など競争上重大な分野でした 。
このように「出す特許／隠す技術」のメリハリを付け、早期公開によって競合に手の内を見せない工夫もな
されています。

商標・ブランド戦略: インテルは「Intel」「Intel  Inside」「Pentium」「Xeon」等の多数の商標も保有し、
ブランド戦略にも知財を活用しています。特に1990年代から展開した「Intel  Inside」キャンペーンでは、自
社CPUを採用したPCメーカーに対し「Intel  Inside」ロゴの使用許諾と共同マーケティング費用の支給を行い
ました。これにより消費者にCPUブランドを認知させ、市場でインテル＝高性能CPUとのイメージを定着さ
せることに成功しました。商標は特許と異なり独占期間が無期限更新可能なため、インテルは商標権も重要
資産と位置付けています。また近年では「Xeon」「Core」「Evo」などプラットフォームブランドを商標で
押さえ、他社による名称流用や偽装を防止しています。商標保護の観点では、例えば中国における悪意の商
標先取り（インテルと無関係の第三者がIntelや酷睿などの商標を登録）への対処も行っています。これらブ
ランド関連の知財管理はマーケティング部門とも連携しつつ、企業レピュテーション維持の観点からも重視さ
れています。

知財資産の取捨選択: インテルほどの規模になると、保有特許の維持費用も莫大になります。そのため知財
ポートフォリオの定期的見直しが行われており、事業戦略に沿わなくなった特許の売却・譲渡や放棄も行って
います。典型例が2019年のスマートフォン向け5Gモデム事業撤退です。インテルは同事業から撤退する際、
関連する約8,500件の特許資産を売却・オークションにかけました 。約6,000件の通信規格関連特許
と1,700件のその他モバイル技術特許で構成されるポートフォリオを複数の第三者に譲渡し、一部はApple社
が取得しています 。また2020年には、保有する約5,000件の特許をIPValue社という専門会社に移管し、
ライセンス収入の管理を委託する取り組みも報じられました 。これらの動きは、不要資産を手放し収益
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化すると同時に、特許トロールへの売却によるリスクも孕みますが、インテルはLOTネットワークなどへの加
入で一定の歯止めも効かせています 。総じて、インテルは膨大な知財資産を動的にマネジメントし、
自社の事業ポートフォリオに合わせて知財構成を最適化する方針を取っていると言えます。

当章の参考資料

Inside Intel’s Patent Strategy (GreyB社ブログ, 2023年) https://www.greyb.com/blog/intel-patent-
strategy-in-semiconductor/
Intel Online Annual Report 2025 – Intellectual Capital (Intel公式IR) https://www.intc.com/intel-
online-annual-report/our-capital/intellectual-capital
Parola Analytics「Intel secures key victory in VLSI patent dispute」(2025年9月12日) https://
parolaanalytics.com/blog/intel-vlsi-patent-dispute/
BusinessWire/Intel Press Release「Intel Announces New Patent Cross License Agreement with
NVIDIA」(2011年1月10日) https://www.intc.com/news-events/press-releases/detail/699/intel-
announces-new-patent-cross-license-agreement-with
IAM-Media「Intel launches blockbuster auction for its mobile portfolio」(2019年) https://
www.iam-media.com/article/intel-launches-blockbuster-auction-its-mobile-portfolio

詳細分析：技術領域別の知財戦略

CPUアーキテクチャとプロセッサ技術: インテルの最重要コア技術であるx86プロセッサ・アーキテクチャに
ついては、徹底した知財戦略が敷かれています。同社はx86命令セットおよび実装に関して多数の特許を保有
し、それを盾に基本的に他社による互換CPU開発を許してきませんでした。唯一の例外はAMDで、1970年代
後半にインテルからセカンドソース供給者としてx86設計情報の提供を受けた歴史的経緯から、現在もクロス
ライセンス契約でx86互換CPUの製造を許諾されています 。しかしそれ以外の企業（かつてのCyrix
社、VIA社等）には独自開発は事実上困難で、VIAについては一時的にインテルとライセンス契約を結び低性
能CPUを製造したものの、近年は事業縮小しています。インテルはまた、CPU内部のマイクロアーキテクチャ
（パイプライン構造、キャッシュ方式、命令セット拡張など）にも数多くの特許を取得しており、例えば
1990年代後半には動的実行（アウトオブオーダー実行）技術に関する特許群で優位を占めました。さらに
2000年代以降のマルチコアCPU、64ビット拡張（Intel64）、セキュリティ機能（Intel  CET等）なども継続
して特許で防衛しています。これらCPU関連特許は競合他社の開発を牽制する効果があり、実際、米国特許審
査官が他社のCPU特許出願を審査する際、インテルの既存特許を拒絶根拠として頻繁に引用しています

。QualcommやSamsungといった同業他社の出願にインテル特許がしばしば引用され、場合によっては
他社が特許取得を断念するケースもあることが確認されています 。このようにCPU分野ではインテル
の特許網が他社の追随を阻む防壁として機能しており、同社の競争優位性を技術面から下支えしています。

もっとも近年、CPUアーキテクチャ分野ではオープンソースISAのRISC-Vが台頭しています。RISC-Vは命令
セット自体は無償公開され誰でもCPU設計に利用可能で、各社が独自のRISC-Vコアを開発し始めています。
インテルはこの潮流に対し、2022年に10億ドル規模のファンドを創設してRISC-Vスタートアップへの投資や
自社ファウンドリでのRISC-V設計支援を表明しました 。これにより、将来的に自社のx86支配が揺ら
ぐ場合でも、RISC-Vエコシステムにコミットすることで半導体ビジネスでの影響力を維持する狙いと見られ
ます。知財戦略的には、RISC-V自体はオープンですが、その上で動作する高性能実装や周辺IPについてインテ
ルが特許取得・製品化することで、新たな知財ポートフォリオを構築する可能性があります。つまり、「アー
キテクチャはオープンでも実装技術はクローズド」という形で、従来のオープン＆クローズ戦略を新領域に適
用することが考えられます。

半導体プロセス技術: シリコン微細化やトランジスタ構造などの製造プロセス技術もインテルの競争力の源泉
であり、知財戦略上の重点領域です。同社は過去に銅配線技術（90年代末）、ハイ-κメタルゲート（2007
年）、FinFET（三次元トランジスタ、2011年）など業界をリードするプロセス技術を次々商業化してきまし
た。これらプロセス革新についても多数の基本特許を取得し、模倣を防止しています。ただしプロセス技術は
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装置メーカーや素材メーカーとの協業も多く、特許のみで完全に秘匿できない要素があります。そのためイ
ンテルは営業秘密（Trade  Secret）も駆使し、レシピや細かなプロセス条件は社外秘情報として管理してい
ます 。同社の知財方針では「営業秘密は企業競争力の維持に不可欠」と明言されており、企業価値の最大
80%が営業秘密にあるとの研究も引用しています 。特許は公開情報になるため、容易にリバースエンジニ
アリングされにくい製造ノウハウは可能な限り社内ノウハウとしてブラックボックス化する姿勢です。これ
により、特許で保護しきれない工程条件や歩留まり向上策なども守り抜いています。ただし他社が同様の技
術を開発した場合には訴訟も辞さず、実際2019年には台湾TSMCの元技術者による営業秘密流出疑惑が報じら
れるなど（TSMC関連の事件として）、業界では機密漏洩のリスクが常に存在します。インテル自身も、自社
の技術者が流出する際のノウハウ持ち出しには神経を尖らせており、不正競業防止の契約やセキュリティを
強化しています 。

メモリ・ストレージ技術: インテルはプロセッサ以外にもDRAMやNAND型フラッシュなどメモリ分野に長年
取り組んできました。近年は新型メモリ「Optane」（3D  XPoint技術）を開発し、一時はMicronと合弁で製
品展開しました。このOptane関連でも多数の特許を取得しています。しかし収益面の課題からOptane事業は
2022年に縮小・撤退が決まり、関連特許の扱いも注目されました。Optaneの基盤技術3D  XPointは今後他社
にライセンスされる可能性も指摘されています。またSSDコントローラやインターフェース（NVMeなど）に
ついても特許保有がありますが、2020年にはNANDフラッシュ事業そのものを韓国SK  hynix社に売却する契
約を締結し（2021年一部クローズ） 、ストレージ分野の知財は徐々に縮小しています。こうした事業再
編に伴い、不要となったメモリ関連特許は段階的に譲渡・ライセンスされていくでしょう。

GPU・アクセラレータ: インテルは長らくCPU一辺倒でしたが、近年GPUやAIアクセラレータ分野にも参入し
ています。統合GPU（Intel  Iris  Graphicsなど）に関しても回路・アーキテクチャ特許を蓄積しており、2020
年には初の独立型GPU（Arcシリーズ）も発表しました。GPU技術では先行するNVIDIAやAMD  (ATI)が強力な
特許網を持ちますが、インテルは過去にGPU特許を巡りNVIDIAと係争し、前述の2011年和解で包括ライセン
スを得ています 。この中でNVIDIAへはx86プロセッサ等に関する特許は許諾しないことを明示しつつ、
インテルはNVIDIAのGPU特許を包括的に利用できるようにしました 。これによりGPU開発の自由度
を確保し、現在のArc GPU開発につなげています。またAI推論アクセラレータでは、自社開発のほか2019年に
Habana  Labs社（イスラエル）を買収し、その持つディープラーニングチップ技術の特許も取り込みました

。FPGAでは2015年にAltera社を買収しており、この分野の豊富な特許（プログラマブルロジック技術）
も自社ポートフォリオに加わっています。これら買収による知財獲得もインテルの技術戦略の一環で、CPU以
外の領域で先行する他社のIPを取り込むことで、総合半導体企業としての知財資産を拡充しています。

ソフトウェアと知財: ハードウェア企業であるインテルにとって、ソフトウェアは直接の収益源ではないもの
の、自社ハードの価値を高める重要要素です。同社はコンパイラ最適化技術や並列処理ライブラリ
（OpenMP拡張など）、さらに近年のoneAPIフレームワークなど多数のソフトウェア資産を開発していま
す。ソフトウェアについては特許よりも著作権とオープンソース戦略が主体となります。インテルはLinux
カーネルの主要貢献企業でもあり、自社CPUがLinux等で最大性能を発揮できるよう、ドライバやコンパイラ
をオープンソースで提供しています。一部、自社開発の特殊アルゴリズムについて特許出願するケースもあり
ますが、基本的にはハード販売促進のためソフトウェアは広く普及させる方針です。ただし、例外的にGPU
のグラフィックス技術（シェーダー最適化など）では特許を取得しつつオープンソースでも実装公開するな
ど、攻守のバランスを取っています。ソフト分野では特許より営業秘密（ノウハウ）として保持するものも多
く、例えばファブ（工場）の制御ソフトや歩留まりデータ解析アルゴリズムなどは公開されていません。

以上、技術領域別に見ると、インテルはCPU・プロセスという牙城を特許と秘密保持で厳重に守りつつ、周
辺領域では必要に応じ特許を取得し、提携や買収で知財を取り込む戦略を取っていることが分かります。そ
の根底には「製品でリーダーシップを取るためには、その背後の知財基盤が不可欠」との考えがあり、今後
も新興技術に対して積極的に知財投資を行うと推察されます。
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詳細分析：市場・顧客視点の知財戦略

プラットフォームリーダーシップと普及施策: インテルの知財戦略は、エンドユーザー企業（PCメーカーや
サーバーメーカー）へのアプローチにも反映されています。1980～90年代、インテルは自社CPUを市場に迅
速に普及させるため、リファレンスデザイン提供と特許の一部開放を行いました。具体的には、新CPU発売
時にそのCPUを搭載したマザーボード設計を社内で用意し、台湾のマザーボードメーカーに製造させる戦術
を取りました 。これによりPCメーカー各社は自前で複雑な設計をしなくても、高性能CPU搭載PCを
投入でき、インテルCPUの普及が加速しました 。このリファレンス設計にはインテルのノウハウが詰まっ
ていましたが、必要な範囲で協力メーカーに共有され、インテルは自社CPU販売増による利益拡大を図りま
した 。このような「他社にも利益を配分して自社基盤を拡大する」考え方は市場戦略上極めて重要で、特
許で締め付けるだけでなく、あえて特許を行使しない（実施許諾する）領域も設定する柔軟さが見られま
す。

顧客への知財サポート: インテルは自社製品を採用する顧客企業に対し、知財面でのサポートや保証を提供す
る場合があります。典型例が知財補償（インデムニフィケーション）条項で、サーバーOEMなど大口顧客と
の契約では、インテル製品を組み込んだことで訴訟になった場合にインテルが損害補填する合意をすること
があります 。実際、近年ではインテルCPUを搭載した製品が特許訴訟を受けた場合にインテルが顧客
側を守るケースもあり、こうした対応は「インテル製品を安心して使える」環境を整えることで販売促進につ
ながります。一方で、自社顧客が他社から特許訴訟を受けると市場需要自体が冷え込む恐れもあるため、イ
ンテルとしても顧客防衛はビジネス上必要な戦略です 。

インテル・インサイド戦略: 前章でも触れたように、「Intel Inside」は市場戦略と知財活用の好例です。イン
テルはこのキャンペーンで自社の登録商標「Intel  Inside」をPCメーカーに使用許諾しました。これは当時画
期的な試みで、部品メーカーであるインテルが最終製品（PC）の広告に自社ロゴを出す仕組みを築いたもの
です。商標使用許諾は知財戦略の一部であり、PCメーカーから見るとインテルのブランド力を借用できるメ
リットがありました。インテル側も、自社CPU搭載PCが「Intel入り」と明示されることで消費者認知を高
め、市場シェア拡大につなげました。知財の観点では、インテルはブランドロイヤリティを構築し、単なる
技術優位だけでなく知覚価値でも選ばれる存在となりました。現在でも「インテル入ってる」は日本含め強
力なブランドメッセージであり、これは知財（商標）を軸にした市場戦略の成功例と言えます。

標準化戦略と市場: インテルは業界標準の策定にも深く関与し、市場拡大を図っています。たとえばUSBや
Wi-FiなどPC・データセンタ周辺の標準技術において、インテルは開発主導または重要な特許所有者です。
USBについては初期のホストコントローラ仕様（UHCIなど）をインテルが開発し、業界に公開しました。後
にはUSB2.0の拡張規格（EHCI）を主導し、自社特許を実装に含みつつもロイヤリティフリーで仕様提供する
方針を取りました。さらにThunderbolt  3は前述の通りUSB4に統合され、これもインテルが「2017年以降
Thunderbolt技術を無償提供する」と宣言し実現したものです 。標準化活動では、インテルは自社の特
許が標準必須特許（SEP）になった場合、原則としてFRAND（合理的かつ非差別的）条件でのライセンス提
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供を公約しています 。これは市場全体の発展を優先しつつ、自社特許からも適正なリターンを得るバラン
スを取るものです。実際、インテルがSEPを多数持つWi-Fi（IEEE  802.11）では、競合企業とクロスライセン
スやライセンスフィー合意を通じて互いに製品を出しやすくしています。例えばQualcommとはモデム・Wi-
Fi分野で特許クロスを結んでおり、お互いの市場参入を認め合っています。また5G通信特許に関しても、スマ
ホ向けモデム事業撤退に際し膨大な特許を売却しましたが、それは標準化に沿った特許収益化の一形態でし
た。インテルは自社ではもはや使わない特許でも、市場で必要とされるなら第三者に譲渡し、間接的に市場
発展に寄与させる道も選んだわけです 。

顧客別戦略の変化: インテルの主要顧客層は時代とともに変化しています。かつてはPCメーカー（DellやHP
など）が中心でしたが、現在はクラウド事業者（ハイパースケーラー）や通信機器メーカーなども大口顧客
です。こうした顧客に対しては、単にCPUを売るだけでなく包括的ソリューション提供が鍵となっています。
その際知財が障壁にならないよう配慮されます。例えばあるクラウド事業者がインテルCPUを大規模導入す
る場合、その事業者が独自に開発したサーバー設計との適合性や、アクセラレータとの接続インターフェース
（PCIeなど）の特許使用許諾が問題になることがあります。インテルは必要に応じ、自社特許の実施許諾を
与えたり技術情報を開示して、顧客環境で自社製品が円滑に統合されるよう支援します。このような取り組
みは表に出にくいものの、エンドユーザー企業の技術者との密接な協業（共同研究や技術提供契約）を通じ
て進められています。インテルにとって顧客はイノベーションパートナーでもあり、顧客の新用途に自社技術
が採用されれば新市場創出につながります。そのため知財も攻めと守りを使い分け、「顧客には開く」姿勢
を取る場合があるのです。

ファウンドリ顧客への対応: 特筆すべきは、近年開始したファウンドリ（半導体受託生産）サービスにおける
知財対応です。インテルが製造受託する場合、顧客は独自設計のチップ（場合によって他社IPコアを含む）を
持ち込みます。この際、インテルは顧客の設計情報を扱う立場となるため、従来以上に他社IPの取り扱いに
慎重になる必要があります。他社のプロセッサIP（例：Arm社のCPUコアなど）を含む設計をIntelの工場で
製造する場合、それら他社IPについてインテルが正当な製造ライセンスを得ているか確認が必要です。インテ
ルはArm社など主要IP提供元とも協議し、ファウンドリ事業範囲でのライセンスを取り付けているとされま
す。また、Intel  Foundry  Servicesでは「IPアライアンス」を組み、サードパーティーIP（標準セルライブラ
リ、SerDes、メモリマクロ、CPUコア等）をIntelのプロセス向けに提供できる体制を構築しました

。これにより顧客は豊富な外部IPを利用して設計でき、インテルも自社プロセス上で動作検証済みのIPを
用意することで顧客誘致を図っています。ファウンドリ事業では他社の知財を預かる責任も生じるため、情
報管理や契約面の整備が徹底されており、顧客の機密保持（NDA）やデータ隔離にも投資していると報告さ
れています 。これら新たな知財ケイパビリティは、従来の製品売り切りモデルにはなかったもので、イン
テルが顧客本位の知財対応に舵を切りつつあることを示しています。

以上、マーケット視点では、インテルは顧客とのWin-Win関係を築くため知財の壁を適度に下げる柔軟性を
見せています。知財権はあくまで手段であり、最終目標は自社製品の市場浸透と顧客価値の創出にあります。
そのため必要とあらば権利行使を控え協調路線を取る、このバランス感覚がインテル流の市場志向型知財戦
略と言えるでしょう。

当章の参考資料
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詳細分析：収益モデルと知財活用

ライセンス収入とロイヤリティ: インテルは基本的に自社製品の販売によって収益を上げるビジネスモデルで
あり、Qualcommのように特許ライセンス料を主たる収入源とするモデルではありません。実際、インテル
の年間売上高は主にCPUやチップセット、アクセラレータ等のハードウェア販売と、それに付随するソフト
ウェア・サービスから成り立っています。一方で、自社の知財を他社に使用許諾して得る収入（ロイヤリティ
収入）は、公表ベースでは全体収益に占める割合が小さいとみられます。ただし皆無ではなく、いくつかの
重要なライセンス契約により収益・コスト両面の効果が発生しています。

最大の例はAMDとのクロスライセンスです。インテルは2009年の和解契約でAMDに対し12.5億ドルを支払
い、5年間の特許クロスライセンス契約を締結しました 。この契約自体は支出でしたが、それ以降は
両社が互いの基本特許を利用できる状態が維持され、訴訟コスト削減と市場安定化に寄与しました。また
NVIDIAとの契約では、インテルが2011年から5年間で15億ドルをNVIDIAに支払う代わりに、広範な特許利用
許諾を得ました 。これもインテル側からの支払いですが、NVIDIAに対して将来的な訴訟リスクを排除
しつつGPU関連技術の自由度を確保したもので、特許ライセンス料をリスクヘッジのコストとみなした例と
言えます。

他方、インテルが受け取り側となるライセンス収入もあります。例えば、インテルは過去に組み込み向け
CPUコア（8051マイコンなど）を外部にライセンス供与したことがあります。また2017年以降、自社の物理
インターフェース技術（Thunderbolt等）をオープン化していますが、以前のバージョン（Thunderbolt
1/2）は一定のロイヤリティを徴収していました。しかし2017年に方針転換しThunderbolt  3をロイヤリティ
フリー化したため 、現在ではインテルが明示的に継続して得るライセンス料は限定的です。

特許以外では、商標使用料という形での収益も考えられます。Intel  Insideロゴについては、当初インテルが
PCメーカーに対し共同販促費として支払う側でしたが、その後はインテルがロゴ使用を認める代わりに一定
のマーケティング協力を得るモデルとなり、厳密なロイヤリティ収入ではないものの知財を通じたマーケティ
ング投資効率向上につながりました。

知財売却による収入: 前章でも触れた通り、インテルは事業撤退時に特許売却を行うことがあります。2019年
にはモバイル向け通信特許約8,500件を売りに出し、その一部をAppleが約10億ドルで取得しました 。
Appleとの取引全体（スマートフォンモデム事業の買収）は人材移籍等含め約10億～数十億ドル規模と報じら
れ 、これはインテルにとって知財の直接現金化にあたります。また2020年にはIPValue社に約5,000件の
特許を譲渡し、将来その管理会社からライセンス収入の一部を得る契約を結んだとされます 。これらは
通常の営業収入とは別に「特許売却益」として財務に表れる可能性があります。実際、インテルのIR資料では
特許や技術のライセンス収入/費用が他の営業外項目として開示されることもあります。例えば、2022年通期
決算では他社との特許和解に伴う一時金受領が営業利益にポジティブに作用した旨が示唆されています（詳
細非公開部分も多いですが）。

知財の防衛的活用と費用効果: インテルの知財戦略は収入面だけでなく費用削減効果も重視しています。すな
わち強力な特許ポートフォリオを築くこと自体が訴訟抑止力となり、結果として余計な賠償金支払いを避け
る効果があります。例えば前述のVLSIとの係争では、一審評決で約21億ドルの賠償が科されましたが 、
これをひっくり返すためにインテルは既存のライセンス契約（Finjan社由来）を援用して争いました

。このように自社が過去に取得したライセンス権も含め、知財への先行投資が巨額費用の発生を防ぐ
ケースがあります。極端な言い方をすれば、インテルは毎年数十億円規模を特許維持や訴訟費用に投じてい
ますが、それによって数十億ドル規模の潜在的な損失（競合に市場を奪われる、または特許訴訟で敗訴する
リスク）を防いでいるとも評価できます。この費用対効果は定量化が難しいものの、経営判断として知財へ
の継続投資を正当化する根拠となっています。

他社へのライセンスポリシー: インテルは基本的に積極的に自社特許をライセンスアウトしない方針ですが、
業界全体の利益になる場合や自社事業と競合しない場合には許諾するケースがあります。例えば、USBやPCI
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の実装特許、メモリシステムの特許など、他社製品にも広く使われる技術については、標準化団体を通じて
事実上ライセンスされています。また学術研究用途には特許実施を黙認する緩やかな姿勢も見せています。
2020年のCOVID-19対応で全特許を研究目的で無償開放したことは先例的であり、今後他のグローバル課題
（気候変動対策技術など）においても同様の知財提供が行われる可能性があります。このように、直接の金銭
収入と無関係に社会価値創出を図る動きも、長期的には企業評価向上や人材確保に資する投資と位置付けら
れます。

収益モデル上の位置づけ: 以上を踏まえると、インテルにとって知財は単独で収益を生むというより収益最大
化の手段として機能しています。製品収益を守り伸ばすための防護壁であり、必要に応じて現金化もできる資
産です。同社の財務諸表では知的財産に直接対応する項目は大きく表れませんが、その陰で数十億ドル規模
の価値移転やコスト回避が行われています。例えば、他社への巨額ライセンス料支払い（NVIDIAへ15億ドル
等）も短期的にはコストですが、長期的には自社GPU製品で得る収益（例えばGPU市場参入による将来売
上）で回収し得る投資と考えられます。知財収支を個別で見るのではなく、事業全体のROIを高めるための知
財戦略として統合的にマネジメントしている点が、インテルの特徴と言えるでしょう。
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詳細分析：パートナーシップ・エコシステムにおける知財

競合他社とのクロスライセンスネットワーク: インテルは同業他社との間で知財の相互利用契約（クロスライ
センス）を張り巡らせています。これは単独企業の特許だけでは網羅できない広範な技術領域について、業界
標準を形成したり相互依存する状況下で不可欠です。既に述べたAMDやNVIDIAとの契約以外にも、過去には
IBMやTexas Instruments（TI）などとも包括的クロスライセンスを結んでいました。特にIBMとは半導体プロ
セスやマイクロ電子技術で膨大な特許を互いに持つため、1980年代以降何度も契約を更新しています。こう
した契約により、インテルはIBMの持つDRAM技術特許や高性能計算関連特許を利用でき、IBMもインテルの
マイクロプロセッサ特許を利用可能となりました。近年IBMはハード事業を縮小しましたが、依然として特許
収入を得る戦略であり、インテルはIBMから特許買収を行うこともあります（過去に一部の通信関連特許を
IBMから取得したと報じられています）。またスマートフォンSoCで競合するQualcommとも暗黙の相互利
用関係があります。2017年頃、AppleがQualcommに対抗してインテル製モデムを採用した際、Qualcomm
がAppleとインテルを特許侵害で訴えました。しかしその後AppleとQualcommは和解し、AppleはIntelのモ
デム事業を買収しました。この複雑な経緯の中で、インテルとQualcommの直接クロスライセンスは公表さ
れていないものの、両社とも5G標準特許を大量に持つため将来的な包括契約が予想されています。インテル
は自社単独で解決できない知財リスク（他社必須特許など）については業界内協調で乗り切る方針を採りま
す。結果として主要半導体企業同士は互いに大きな訴訟を仕掛けない「パテントトラスト」のような状況が
生まれ、これはインテルの安定収益に資しています。

標準化団体とFRANDコミットメント: インテルは多数の標準化団体（SDO）に加盟し、技術標準策定に関与
しています。ISO/IECやIEEE、JEDEC、PCI-SIG、USB-IFなどが代表例です。これら団体では、標準に必須の
特許（SEP）を保有するメンバー企業は他のメンバーに対し公正合理的非差別的（FRAND）条件でライセン
スする義務があります。インテルもメンバーとしてFRANDコミットメントを行っており 、例えばIEEE
802.11（Wi-Fi）でのインテルSEPはFRANDで第三者利用を許諾しています。FRAND条件下では特許料は控え
めに設定されるため、大きな収入源にはなりませんが、代わりにインテルも他社SEPを公平に使えるメリット
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があります。実際、Wi-FiではBroadcomやQualcomm、通信キャリア等がお互いFRANDライセンスを交換し
て製品を出荷しています。また標準策定過程では、インテルは自社に有利な技術仕様を提案し、採用されれ
ば標準必須特許として一定の影響力を持ちます。もっとも上述のThunderboltのように、場合によっては特許
料ゼロで標準提供する決断も下します 。これは標準化による市場拡大メリットがライセンス収入喪失を上
回ると判断したケースです。インテルは標準化戦略において「市場シェア拡大による間接利益」を重視し、知
財収入に固執しない柔軟性を持っています。

LOTネットワークとパテントプール: インテルは近年、LOT Network（License on Transfer Network）に
加盟しています 。LOTネットワークとは、参加企業が特許をNPE（特許トロール）に売却した際、自動的
に他の参加企業にその特許のライセンスが与えられる枠組みで、特許の悪用を防ぐ協定です 。2025年時
点で参加企業は数千社に上り、インテルもその有力メンバーとして名を連ねています 。このネットワーク
への参加により、インテルが万一特許を手放しても同盟企業にとって脅威とならず、逆に他社特許がトロール
に渡ってもインテル製品への訴訟リスクが低減します。言わば「知財版集団安全保障」に加入することで、防
御力を高めているのです。同様にMPEG  LAのようなパテントプールにも一部参加しています。例えばHEVC映
像圧縮技術ではインテルはライセンサーの一社であり、パテントプールを通じて他社と共同でライセンス供
与しています。このように、知財を独占するだけでなく共有資源化して業界全体の効率を上げる取り組みに
も関与する姿勢は、インテルがエコシステム全体で勝つ戦略を志向することを示しています。

オープンソース・コミュニティとの関係: パートナーシップという観点では、オープンソースも重要です。イ
ンテルはLinux財団のメンバーであり、多数の開発者をLinuxカーネル等に送り込んでいます。オープンソース
は伝統的な知財管理（独占権行使）とは異なりますが、インテルは「自社に有利なオープンソースは積極採
用し、必要なら特許権主張を控える」方針です。例えばLinuxカーネルにはインテルCPUの最適化コードが多
数含まれますが、これらについてインテルが特許訴訟を起こすことはまずありません。むしろオープンソース
利用者が安心して使えるよう、自社の特許を侵害し得るOSSについては明示的にライセンスする（例：LLVM
コンパイラへの特許不行使宣言）動きも見られます。さらにインテルはOpen  Compute  Project(OCP)など
ハードウェアのオープン仕様策定にも参加し、一部のボード設計などを公開しています。これらは直接的に
利益を生むわけではありませんが、クラウド事業者との関係強化や、結果的な自社チップ需要拡大を狙った
戦略的オープンです。

学術・スタートアップとの協業: エコシステム視点では、大学やベンチャー企業との知財面の関係も触れてお
きます。インテルはIntel  Labsを通じて大学と共同研究を行い、その成果特許を共有または独占ライセンスす
ることがあります。たとえば量子コンピュータ研究でオランダのQuTechとの連携や、カーネギーメロン大学
とのプロセッサ研究など、研究段階から知財契約を交わしています。またIntel  Capitalという企業ベンチャー
投資部門を通じて、有望スタートアップへの出資と技術提携を行い、その中で知財情報交換・クロスライセ
ンスを結ぶ例もあります。AIチップのEsperanto社やストレージ新技術の社など、Intel  Capital案件では将来
買収も見据えてIPにアクセスする狙いがうかがえます。仮に買収しなくとも、出資先企業との契約で一定の特
許利用権を得るケースもあります（守秘義務の下で特許出願前の技術情報を共有する等）。このようにイン
テルは公式・非公式の知財ネットワークを産官学に広げており、それが結果的に自社エコシステムの拡大・
安定につながっています。

総じて、パートナー・エコシステム面でのインテルの知財戦略は、「競うところは競い、連携すべきところ
は連携する」というメリハリが特徴です。他社と正面から特許闘争すれば共倒れになるケースでは早期に手
打ちし、逆に核心技術で優位を取れる場合は強硬に出ます。こうした柔軟な姿勢が、半導体業界全体の発展
に寄与しつつ自社の利益も確保するインテル流エコシステム戦略と言えます。

当章の参考資料

Note.com（天汐香弓）「セルシスとIntel社のLOT契約締結…知財戦略」(2025年7月) https://
note.com/sugerpowder/n/n48ba37bb0f47
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Parola Analytics「Intel secures key victory in VLSI…」(2025年9月) – Finjanライセンスを利用した防
衛戦略
Fortress訴訟関連ニュース (2021年) – インテルが特許ファンドを反トラストで提訴した件
The Register (2020) – インテルがIPValueに特許を移管した報道
LOT Network公式サイト – 参加企業一覧（Intelを含む）と仕組み説明

競合比較

インテルと主要な半導体企業の知財戦略を対比すると、各社のビジネスモデルや市場ポジションの違いが知
財方針に反映されていることが分かります。以下の表に、インテルと代表的な同業他社の知財戦略の特徴を
まとめます。

項
目　　　　　　　　

インテル (Intel)
AMD (Advanced
Micro Devices)

Qualcomm (ク
アルコム)

ARM (Arm Ltd.)

事業モデル

CPU・半導体製
品の開発・製
造・販売
（IDM）

CPU/GPU設計・販
売（ファブレス、製
造委託）

モバイルSoC開
発・販売＋特許
ライセンス収入
（ファブレス）

CPUコア設計の
ライセンス供与
専門（ファブレ
スIPベンダー）

特許保有数
約70,000件（グ
ローバル）

約15,000件（グロー
バル）

約140,000件
（グローバル）

約8,000～
10,000件（グ
ローバル）

知財戦略の概要

コア技術は自社
独占（x86
等）、周辺技術
は標準化（PCI/
USB等公開）。
競合とクロスラ
イセンス締結し
主要分野の自由
度確保。

インテルとのx86ク
ロスライセンスに依
存（互換CPU製
造）。GPU等自社技
術の特許確保に注
力。オープンソース
（Linuxドライバ公
開）で製品価値向
上。

通信規格特許を
積極的に取得・
行使。端末メー
カー等にライセ
ンス供与し収益
源に。  標準
必須特許を武器
に優位性確保す
る戦略。

命令セットアー
キテクチャ(IP)
を広範にライセ
ンスしエコシス
テム構築。他社
が製造・販売し
た製品からロイ
ヤリティ収入を
得るモデル。特
許数自体は多く
ないが、ソフト
バンク傘下で知
財価値を最大
化。
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https://www.forbes.com/sites/patrickmoorhead/2021/11/19/a-chat-with-qualcomms-licensing-business-leader-john-han/#:~:text=A%20Chat%20With%20Qualcomm%27s%20Licensing,has%20the%20most%20valuable%20patents


項
目　　　　　　　　

インテル (Intel)
AMD (Advanced
Micro Devices)

Qualcomm (ク
アルコム)

ARM (Arm Ltd.)

主要な知財施策

・Thunderbolt
3をUSB4規格と
して無償公開

<br>・LOT
Network加盟で
特許トロール対
策 <br>・
AMD/NVIDIAと
クロスライセン
ス締結（競合係
争の平和解決）

・2009年、Intelと
の係争を12.5億ドル
受領で和解
<br>・x86ライセン
スはChange-of-
Control条項で買収
制限あり（過去
GlobalFoundries分
社時に問題化）
<br>・近年GPU特許
やAPU
（CPU+GPU）特許
を強化中

・自社特許によ
るスマホメー
カーへの訴訟/交
渉で高額ロイヤ
リティ契約締結
（収益の約1/3が
知財ライセン
ス）<br>・独禁
法当局からライ
センス慣行を監
視される（韓
国・EUで制裁例
あり）<br>・5G
など標準化で主
導的地位、他社
へのFRAND提供
と引き換えに市
場支配力維持

・2020年代にソ
フトバンクが
IPO方針、特許
というより「エ
コシステム価
値」で高評価
<br>・自社では
製造せず他社
（Arm採用企
業）の成功で間
接収益<br>・特
許出願は少数精
鋭（性能や省電
力のキーテクノ
ロジー中心）
<br>・RISC-V台
頭に対し、差別
化技術（例：
big.LITTLE構成
特許など）で優
位維持

※上記の特許保有数は各社の公開情報や調査会社推計に基づき、おおよその規模感を示しています。

この比較から、インテルは製品収益最大化型の知財戦略（防御的クロスライセンスとオープン標準活用）で
あり、Qualcommは特許収益依存型（攻撃的ライセンスビジネス）、ARMはオープンIP提供型（生態系構築
重視）、AMDはニッチ競争型（限られた範囲で独自技術を模索）と言えます。インテルの立ち位置は、業界
全体での協調と競争のバランスを取りつつ、自社コア技術の優位を守る点に特徴があります。

なお、日本企業である東芝や日立、NECなども過去にCPU開発を行い多数の特許を持っていましたが、現在
では事業再編で半導体IP戦略は大きく後退しています。一方、SamsungやTSMCといったアジア勢はプロセス
技術の営業秘密管理が主で、特許攻勢は控えめです。そうした中で、インテルは依然として特許保有件数ラン
キングで世界トップクラスにあり（2022年の米国特許取得ランキングで第5位前後 ）、知財攻防の主役の
一角を占めています。

当章の参考資料

GreyB Insights「S&P500企業特許ランキング」（2025） – IntelおよびAMDの特許保有数データ
lumenci「Qualcomm Patent Portfolio Analysis」(2022) – Qualcommの特許ファミリー数分析
withEdge「ARM: The biggest IPO of the year is for patent licensing」(2023) – ARM社の特許資産に関
する分析
各社年次報告書・10-K (2023年版) – AMD、Qualcomm、Armの知財に関する言及

リスク・課題（短期・中期・長期）

短期的リスク：特許訴訟の激化: 現在進行形の最大リスクは、特許訴訟による巨額賠償や販売差止めです。近
年半導体業界では、NPE（特許専業会社）による大規模訴訟が増加傾向にあります 。インテルは特に
VLSI  Technologyによる一連の訴訟で、2021年と2022年に合計30億ドル超の陪審評決を受ける事態となりま
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https://arstechnica.com/gadgets/2019/03/thunderbolt-3-becomes-usb4-as-intels-interconnect-goes-royalty-free/#:~:text=Thunderbolt%203%20becomes%20USB4%2C%20as,the%20USB%20Implementers%20Forum
https://note.com/sugerpowder/n/n48ba37bb0f47#:~:text=Intel%E7%A4%BE%E3%81%AE%E7%89%B9%E8%A8%B1%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%81%A8LOT%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF
https://www.intc.com/news-events/press-releases/detail/699/intel-announces-new-patent-cross-license-agreement-with#:~:text=Under%20the%20transaction%2C%20Intel%20receives,marketing%2C%20general
https://www.rbbtoday.com/article/2009/11/13/63732.html#:~:text=%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%AB%E3%81%AFAMD%E3%81%AB12%E5%84%845%2C000%E4%B8%87%E3%83%89%E3%83%AB%E3%82%92%E6%94%AF%E6%89%95%E3%81%86%E3%80%82%E3%81%BE%E3%81%9F%E3%80%81%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%AB%E3%81%AF%E5%95%86%E8%A1%8C%E7%82%BA%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E8%A6%8F%E5%AE%9A%E3%82%92%E9%A0%86%E5%AE%88%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%AB%E5%90%8C%E6%84%8F%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82%E4%B8%80%E6%96%B9AMD%E3%81%AF%E7%B1%B3%E5%9B%BD%E3%83%87%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%A2%E5%9C%B0%E6%96%B9%E8%A3%81%E5%88%A4%E6%89%80%E3%81%AB%E6%8F%90%E8%A8%B4%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%9F%201%E4%BB%B6%E3%81%AE%E8%A8%B4%E8%A8%9F%E3%81%A8%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE2%E4%BB%B6%E3%81%AE%E8%A8%B4%E8%A8%9F%E3%82%92%E5%90%AB%E3%82%80%E3%80%81%E3%81%99%E3%81%B9%E3%81%A6%E3%81%AE%E8%A8%B4%E8%A8%9F%E3%82%92%E5%8F%96%E3%82%8A%E4%B8%8B%E3%81%92%E3%82%8B%E3%80%82%E3%81%BE%E3%81%9F%E3%80%81%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%90%84%E5%9C%B0%E3%81%A7%E3%81%AE%E8%A6%8F%E5%88%B6%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%81%AE%E7%94%B3%E3%81%97%E7%AB%8B%E3%81%A6%E3%82%92%E3%81%99%E3%81%B9%E3%81%A6%E5%8F%96%E3%82%8A%E4%B8%8B%E3%81%92%E3%82%8B%E3%80%82%E3%81%AA%E3%81%8A%E3%81%93%E3%81%AE%E5%90%88%E6%84%8F%E3%81%AF%E7%B1%B3%E8%A8%BC%E5%88%B8%E5%8F%96%E5%BC%95%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A%EF%BC%88SEC%EF%BC%89%E3%81%AB%20%E6%9B%B8%E9%A1%9E%E6%8F%90%E5%87%BA%E3%81%95%E3%82%8C%E3%80%81%E5%85%AC%E9%96%8B%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B%E4%BA%88%E5%AE%9A%E3%80%82%20%20%E3%80%8A%E5%86%A8%E5%B2%A1%E6%99%B6%E3%80%8B
https://harrityllp.com/patent300/#:~:text=2025%20Patent%20300%20List%20,S%20each%20year
https://www.sec.gov/Archives/edgar/data/50863/000005086323000006/intc-20221231.htm#:~:text=portfolio%20owners%20sometimes%20divest%20portions,blocking%20the%20trade%20of%20our
https://www.sec.gov/Archives/edgar/data/50863/000005086323000006/intc-20221231.htm#:~:text=and%20could%20disrupt%20our%20operations,that%20make%20them%20more%20favorable


した 。これらは現在も控訴・係争中ですが、万一敗訴確定すれば巨額の支払い負担となり、財務に大きな
打撃となります。またNPE訴訟は米テキサス西部地区など原告有利な法廷を選ぶ傾向があり 、インテルに
とって不利な環境が続いています。さらにNPEだけでなく、最近は営業活動会社による特許訴訟も増えていま
す 。過去10年で、Pfizer（医薬）やR2  Semiconductor（半導体ベンチャー）など事業会社が原告と
なるケースが増加し、インテルの訴訟対応コストは増大しています。短期的には、こうした訴訟をどう防
御・解決するかが喫緊の課題です。インテルは特許無効審判の活用やライセンス抗弁（前述のFinjanライセン
スを用いた防御など）で対抗していますが 、裁判の不確実性は拭えません。今後も敗訴リスクはゼロ
ではなく、最悪の場合製品の輸出入差止め（例えば特許侵害を理由に米ITCでの排除命令）もあり得ます

。これは売上に直接響くため、早急な対策が必要です。具体策としては、より積極的な和解交渉（NPEへ
の一括ライセンス購入）や、法改正によるNPE訴訟の抑制（例えば米国のVenue規制強化）を産業界で働きか
けることが考えられます。

短期的リスク：営業秘密漏洩と人材流出: もう一つの短期リスクは、重要技術の流出です。特に近年リモート
ワーク普及や人材の流動化で、従業員や契約社員が機密情報を持ち出す事件が増えています 。インテ
ルも対岸の火事ではなく、例えば2021年前後に自社CPU設計者がAppleに移籍し、その際にIntelの機密を
持って行った疑惑が報じられたことがあります（公式には訴訟になっていませんが業界の噂として）。また
競合他社がインテル社員を積極的に引き抜いており 、そこからノウハウや技術情報が伝搬するリスクがあ
ります。こうした営業秘密漏洩は特許と違い法的救済が難しく、漏れた時点で損害が発生します。対策とし
て、インテルは従業員に対する教育・契約（競業避止やNDA）を強化し、内部監査や情報管理システムを高
度化しています。しかし人的要因をゼロにすることは困難で、これは今後も継続的な課題となります。またサ
プライチェーン経由の漏洩（製造委託先や装置メーカーからの情報流出）も懸念材料です。ファウンドリを
外部利用する場合、自社の機密を他社に預けることになるため、インテルは極力自社内製に固執してきまし
た。ただ今後はIntel自身が受託側になるため、他社IPを預かる立場となり、逆にインテルが他社の機密を扱
うリスクも出てきます。ここで事故が起これば信用失墜に直結するため、万全のセキュリティ体制が求めら
れます。

中期的リスク：強制ライセンスと規制圧力: インテルほどの市場影響力を持つ企業には、各国政府・規制当局
からの知財に関する圧力が中期的にかかり得ます。一つは強制実施許諾（Compulsory License）のリスクで
す。新興国や特定分野で「国内企業保護」のために、知財権者に強制的にライセンス供与を命じる動きがあ
りえます 。例えば中国は独自CPU開発を国家プロジェクトで進めており、将来インテルの基本特許に触れ
る部分が出た場合、中国当局が強制実施を認める可能性も否定できません。またインドなどでも医薬で強制
ライセンス例がありますが、ハイテクでも政府調達要件に「特許をローカル企業に公開すること」を条件と
するケースが将来出るかもしれません。もう一つは独占禁止法との兼ね合いです。インテルは2009年にAMD
から独禁法違反で提訴され和解しましたが 、EUからも過去制裁を受けています。独禁法当局は知財権の
行使が市場を不当に縛る場合介入します。例えば、インテルがx86の新命令セット特許を用いて競合GPUとの
互換性を阻害するような行為があれば、独禁法問題となり得ます。さらに米国では近年ビッグテック規制の
流れで、標準必須特許に関する政策が変わる可能性があります。FRAND条件の厳格化や、NPE対策法の成立
などはインテルに有利にも不利にも働きえます。例えばNPEへの訴訟制限はインテルに有利ですが、逆に自
社特許行使への新たな制限（例えば標準特許の強制ライセンス料上限制など）が導入されれば知財価値低下
につながります。中期的にはこうした法制度・政策変動を注視し、ロビー活動等を通じて自社に極端な不利
益が生じないよう働きかける必要があります 。

中期的リスク：技術パラダイムシフトへの対応: 半導体業界は常に技術のパラダイムシフトが起こり得ます。
例えば現在ホットなAI革命において、ソフトウェアアルゴリズム（ディープラーニング手法）は特許よりも
オープンソースや論文公開によって広まっています。ハードウェアについても、GoogleのTPUのように従来
CPUと異なるアーキテクチャが台頭し、従来のx86特許が通用しない領域が拡大する可能性があります。量子
コンピュータもしかりで、全く異なる原理の計算機ではインテルの半導体特許が役立たない恐れがありま
す。このように「知財資産の陳腐化」が中期的リスクです。インテルは対策としてAIチップ企業を買収した
り、自社でもNeuromorphicチップ開発（Loihiプロジェクト）などを進め、該当分野の知財を取得していま
す。量子分野でも特許出願を増やしています 。しかし新興プレイヤー（例えば量子のIBMやGoogle、AI
チップの各種スタートアップ）が大量の特許を押さえれば、インテルが今度はキャッチアップ側として苦戦
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https://www.sec.gov/Archives/edgar/data/50863/000005086323000006/intc-20221231.htm#:~:text=and%20could%20disrupt%20our%20operations,that%20make%20them%20more%20favorable
https://www.sec.gov/Archives/edgar/data/50863/000005086323000006/intc-20221231.htm#:~:text=to%20appeal%20or%20have%20appealed,more%20hostile%20IP%20litigation%20environment
https://www.greyb.com/blog/intel-patent-strategy-in-semiconductor/#:~:text=An%20examination%20of%20Intel%E2%80%99s%20litigation,has%20seen%20a%20notable%20increase
https://www.greyb.com/blog/intel-patent-strategy-in-semiconductor/#:~:text=nuanced%20shift%20in%20the%20types,has%20seen%20a%20notable%20increase
https://parolaanalytics.com/blog/intel-vlsi-patent-dispute/#:~:text=Intel%20based%20its%20defense%20on,%E2%80%9Caffiliate%E2%80%9D%20covered%20by%20the%20license
https://parolaanalytics.com/blog/intel-vlsi-patent-dispute/#:~:text=7%2C247%2C552%20patents,2022
https://www.sec.gov/Archives/edgar/data/50863/000005086323000006/intc-20221231.htm#:~:text=As%20a%20result%20of%20IP,rights%20claims%2C%20we%20could
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https://www.sec.gov/Archives/edgar/data/50863/000005086323000006/intc-20221231.htm#:~:text=acceptance%20of%20our%20products%3B%20as,seek%20to%20hire%20our%20employees
https://www.sec.gov/Archives/edgar/data/50863/000005086323000006/intc-20221231.htm#:~:text=may%20result%20in%20another%20party,our%20competitive%20position%20and%20reduce
https://www.rbbtoday.com/article/2009/11/13/63732.html#:~:text=Intel%EF%BC%88%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%AB%EF%BC%89%E3%81%A8AMD%EF%BC%88%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%90%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%83%BB%E3%83%87%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%82%BA%EF%BC%89%E3%81%AF%E7%B1%B3%E5%9B%BD%E7%8F%BE%E5%9C%B0%E6%99%82%E9%96%9312%E6%97%A5%E3%80%81%E4%B8%A1%E7%A4%BE%E9%96%93%E3%81%A7%E4%BF%82%E4%BA%89%E4%B8%AD%E3%81%AE%E7%8B%AC%E5%8D%A0%E7%A6%81%E6%AD%A2%E6%B3%95%E3%81%A8%E7%89%B9%E8%A8%B1%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%92%E5%90%AB%E3%82%80%E3%81%99%E3%81%B9%E3%81%A6%E3%81%AE%E8%A8%B4%E8%A8%9F%E3%82%92%E7%B5%82%20%E7%B5%90%E3%81%99%E3%82%8B%E5%8C%85%E6%8B%AC%E7%9A%84%E3%81%AA%E5%90%88%E6%84%8F%E3%82%92%E7%99%BA%E8%A1%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.intel.com/content/www/us/en/policy/policy-ip-patent-reform.html#:~:text=innovators%20and%20the%20interest%20of,fostering%20technology%20development%20and%20achieving
https://www.greyb.com/blog/intel-patent-strategy-in-semiconductor/#:~:text=potential%20infringers,frequently%20subject%20to%20NPRs%20include


するシナリオも考えられます。このため守りから攻めへの知財転換、すなわち成長分野では先んじて特許を
取り市場参入障壁を作る行動が求められます。中期的に見て、インテルが得意とするPC/サーバー以外の領域
で知財劣位に陥ることがないよう、戦略的なR&Dと特許投資の継続が課題です。

長期的リスク：オープン化の進展と収益モデル変化: 長期的には、IT業界全体のオープン化潮流がインテルの
知財戦略を揺るがす可能性があります。ハードウェア分野でもオープンソースハード（OSH）やオープンISA
（RISC-V）の隆盛があり、将来的に知財独占による利益確保が難しくなるかもしれません。例えばRISC-Vが
成熟し主要企業がこぞって採用すれば、インテルのx86アーキテクチャへのロイヤリティ的価値はゼロになり
ます（現状でもAMD以外からロイヤリティを得ていませんが、アーキテクチャ独占による市場支配力が低下
する意味で）。さらに、顧客層の垂直統合もリスクです。大手クラウド事業者（Amazon,  Google等）は独自
のチップ開発を進めています。AmazonはGraviton（ArmベースCPU）、GoogleはTPU（AIチップ）を内製化
し始めており、将来彼らがインテルに頼らなくなればインテルの売上減少につながります。その際、インテ
ルが自社の特許で妨害を試みても、顧客が相手では関係悪化を招きかねません（事実、インテルはAmazonや
Googleを特許訴訟で訴えたことはなく、むしろ協業路線を取っています）。長期的にはこのように「知財に
よるロックイン」が効かない顧客が増える可能性があります。対応としては、インテル自身がサービス化や新
ビジネスモデルへの転換を図り、単なるチップ供給以上の価値を提供することが必要でしょう。その際知財
は付加価値サービス（例えばセキュリティアップデートや最適化ソフト）を守るために使われる形に変わる
かもしれません。さらに、環境要因として地政学リスクも長期的に注視が必要です。仮に台湾海峡危機などで
サプライチェーンが分断されれば、インテルの製造や開発にも影響し、知財どころではなくなります。また
各国が自国技術育成を名目に知財ルールを変更（強制ライセンス以外にも、例えば政府用途に特許適用除外
を導入等）する可能性もゼロではありません。長期視点では、不確実性の高い未来シナリオに柔軟に対応で
きる知財・事業戦略の再構築が求められます。

当章の参考資料

インテル10-K年次報告書 (2022年12月期)「Risk Factors」 – 知的財産に関するリスク記載
Parola Analytics「Intel vs. VLSI 判決レポート」(2025) – NPE訴訟とIntelの防御策
米国司法省/FTC報告書 (2019) – 特許と独禁法の調和に関する見解
WIPO「AI時代の知財リスク展望」(2021) – AI・オープンソースの台頭と知財
IEEE Spectrum「RISC-V Revolution」(2022) – RISC-V普及による既存ISAへの影響分析

今後の展望

インテルの知財戦略は、今後数年から十年以上の長期スパンで見ると、大きな転換期を迎える可能性があり
ます。以下、政策・技術・市場動向と接続しつつ展望を述べます。

政策・制度面の展望: グローバルに知財制度の変革が予想されます。一つは統一的な特許システムの整備で
す。欧州では2023年に単一特許（Unitary Patent）と統一特許裁判所（UPC）が始動し 、将来的に欧州で
の特許紛争は一本化されます。インテルにとってこれは欧州複数国での係争コスト削減につながる半面、
UPCで敗訴すればEU全域で効力を持つリスクもあります。米国では特許訴訟の地理的集中（テキサス問題）
への対応や、標準必須特許の救済に関する政策など変化があり得ます。バイデン政権下の米司法省は2022年
にSEPの救済に関するポリシーステートメントを提案しましたが撤回されるなど揺れています。インテルはこ
うした政策議論に業界団体を通じて関与し、自社が不当に不利とならないルール作りに努めるでしょう。ま
た中国・インドといった新興市場での特許訴訟増加も見込まれ、現地政府との良好な関係構築（例えば中国
での現地R&D投資と引き換えに知財紛争を穏便に済ませる等）も戦略となります。特に米中対立の中で、中国
当局が外国企業の特許を無効化したり恣意的運用するリスクも指摘されているため、インテルは中国での特
許出願ポートフォリオを増やしつつ 、現地パートナー企業とのアライアンスで防衛する展望が考えられま
す。

• 90 26

• 91 18

• 
• 
• 

31

92

15
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技術トレンドとの接続: 技術面では、ムーアの法則の鈍化と異分野技術の台頭がキーワードです。ムーアの法
則が緩やかになる中、半導体産業は微細化一辺倒からチップレット統合や新材料・新アーキテクチャ模索の
時代に入っています。インテルは既にFoveros  3D実装やEMIBといった異種チップ連携技術を発表し特許取得
しています。今後、TSMCやSamsungも含めたチップレット相互運用の標準化が進む可能性があり、インテル
はその標準特許をどこまで握れるかが争点です。また量子コンピューティングでは超電導方式以外にシリコ
ン量子ビット方式でインテルも研究開発中で、ここでブレークスルーがあれば関連知財で主導権を取るチャ
ンスです。AIでは、ソフトウェアの特許性が引き続き議論となります。生成AIの台頭でモデルやアルゴリズム
に関する特許ニーズも増えますが、米国では抽象的アルゴリズムの特許適格性が厳しく判断される傾向です。
インテルにとって、ハード＋ソフト一体のソリューションで価値を出すことが重要になるため、ソフトウェ
アの特許保護強化（例えばAIモデルを保護する新たな知財枠組み）にも興味を示すかもしれません。技術進
化が速い領域では特許出願～権利化に時間がかかると陳腐化するため、今後は迅速な特許取得や秘匿期間の
戦略的利用がさらに求められるでしょう。インテルはAI関係で防衛的出版（Defensive  Publication）など、
特許以外の手段で権利化せず公開してしまう方法も検討する可能性があります。そうすることで他社に特許
を取らせない一方、自社はスピーディに技術展開できます。

市場環境の変化: 市場面では、顧客構造の変化と競争軸の変化が起きています。顧客構造としては、ハイパー
スケーラー（AWS,  Azure等）が超大口顧客となり影響力を持つ中、彼らの要望（例えば特許による束縛のな
い製品を求める等）が増すでしょう。インテルが顧客に対し知財を理由に制限をかければ、彼らは調達先を
変えるだけなので、むしろオープンな関係を築く方向に進むと予想されます。競争軸としては、これまでイン
テル vs AMD/NVIDIAという構図だったCPU/GPU市場に、Arm陣営（Ampere社やApple自社チップ）が本格参
入しつつあります。Arm系は互いに特許をクロスしており、インテルとは直接係争がまだ多くありません。し
かしPCやサーバーにArm採用が進めば、いずれインテルとArm系企業間でも知財紛争が起きる可能性があり
ます。その際鍵を握るのはArm社自身（設計IP提供元）の出方です。Arm社は近年、半導体各社に対しライセ
ンス料増額やNvidiaによる買収未遂など揺れています。インテルは戦略的にArm社とビジネス上協調（Armコ
アをIntel工場で製造する計画を表明）しており 、正面衝突を避ける構えです。この協調路線が続けば、市
場におけるArm  vs  x86の争いも知財面では穏健に推移するでしょう。逆にArm社の方針次第では、ライセン
ス条件の変化等で波乱も起こりえます。長期市場トレンドとして、専用ハード化（特定用途に特化した
ASIC）も進むと予想され、汎用CPU需要が減少する懸念もあります。そうなった場合インテルはファウンド
リ事業やIP提供事業へのシフトを余儀なくされ、その際の知財戦略は大きく変化するでしょう（例えば他社
向けに自社のコアIPをライセンスするなど、これまでやらなかったモデルへの転換）。要するに、市場の求
めに応じて知財戦略のピボットが起こりうるということです。

サステナビリティと知財: 未来志向の展望として、環境・サステナビリティ分野でも知財戦略との関係が深ま
るでしょう。半導体製造はエネルギー多消費・高排水な産業であり、各社はクリーンテックに力を入れてい
ます。インテルも2050年カーボンニュートラル目標を掲げ、環境技術に投資中です。例えば製造プロセスで
のCO2低減技術やリサイクル材料、あるいは低消費電力アーキテクチャ等です。これら環境技術についても特
許取得が進む見込みで、将来グリーン技術の特許を巡る協調と競争が起こるでしょう。欧州などでは環境関
連特許を公開・共有する動きもあり、インテルが参加する可能性もあります（たとえばエネルギー効率向上
特許を無償開放する企業連合への参加など）。知財の守りと地球規模課題への貢献をどう両立するかも、長
期的なテーマとなります。

このように、インテルの知財戦略は静的なものではなく、動的に進化していくと考えられます。過去50年で
同社は幾度も戦略を調整してきました。次の10年でも、オープン化とクローズ戦略のバランスを再定義し、
社内外のエコシステム変化に適応していくでしょう。その成否が、インテルが「モノづくり企業」から「モ
ノ＋IP企業」へ脱皮できるかの鍵を握っていると言えます。

当章の参考資料

Intel Newsroom「Intel Accelerated」(2021) – 半導体技術ロードマップとChiplet戦略発表
政策研究大学院大学「グローバル特許戦略2025」(報告書) – 各国特許制度の将来動向
McKinsey「半導体2030年のシナリオ」(2022) – オープンソースISAと半導体産業予測
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米商務省「CHIPS Act レポート」(2022) – Intel含む米企業の今後の知財活用に言及
IEEE Computer Society「Future of Computing Roadmap 2022」 – 量子・AI・セキュリティの展望と
知財課題

戦略的示唆

インテルの知財戦略の分析から得られる示唆を、経営・研究開発・事業化の観点で整理します。他のテクノ
ロジー企業や研究機関が参考にできるポイントも交えて提言します。

1.  経営戦略面: 「知財戦略は経営戦略と表裏一体」という点が強調されます。インテルは自社の事業ドメイ
ン・強みに沿って知財ポートフォリオを構築し、防衛と拡張に活用してきました。他社も、自社のコアバ
リューは何か、その保護に必要な知財は何かを明確に定め、経営計画と連動させるべきです。例えば、ある
分野でNo.1になると決めたなら、その分野の特許出願を集中的に行い、市場参入障壁を築く必要がありま
す。一方、周辺分野は無理に独占せず標準化に委ねるなど、経営資源配分に応じた知財のメリハリが重要で
す。また経営陣は知財リスクを財務リスクとして認識し、係争発生時の備え（引当金や保険、和解戦略）を
立てるべきです。インテルのケースでは、莫大な訴訟リスクが潜在する中でも冷静にリスク管理し、最悪を
避ける戦略（クロスライセンス締結等）を前倒しで打っています。経営レベルで「最悪のシナリオに備える知
財リスクマネジメント」を行うことが持続的成長の鍵です。

2. 研究開発（R&D）面: インテルは社内の発明創出サイクルを効率化し、大量の特許取得を実現しています。
R&D部門にとっての示唆は、「発明を権利化して初めて事業価値になる」という意識です。研究者・技術者に
はしばしば公開や論文執筆を優先するカルチャーがありますが、競争環境下では特許出願のタイミングと公
開の順序を戦略的に考える必要があります。インテルがNPR（非公開出願制度）を利用するように、出願時
期を調整しつつ他国での権利取得機会を確保するなど、高度な知財リテラシーがR&D部門にも求められます。
また、インテルのように自社特許による自己拒絶が起こる規模の場合、発明提案の重複を避けたりポート
フォリオを整理統合する努力が欠かせません。AIを活用した先行技術検索や社内知財データベースの充実な
ど、研究者自身が自社の過去特許を活用できる環境整備も有効でしょう。さらに、オープンソースとの両立も
研究段階から考慮すべきです。インテルがLinuxコミュニティと協調しつつ特許も取るバランス感覚は、他社
のR&D戦略にも示唆を与えます。「どこまでオープンにし、どこからクローズにするか」を研究初期段階で見
極める判断力を養うことが重要です。

3. 事業化・製品化面: 製品・サービスの事業化において知財は攻守両面のツールとなります。インテルの事例
から学べるのは、市場普及を優先する場合には知財独占に固執しないことの有効性です。自社規格を標準に
昇華させ市場全体を拡大する戦術（オープン戦略）は、自社が先行者メリットを享受できる場合に有効で
す。他社に先んじて市場を作り、その土俵で戦う限り勝率は高まります。したがって新規事業を立ち上げる際
は、自社IPで囲い込む戦略と、あえて無償開放してエコシステムを築く戦略の両にらみでプランを検討すべき
です。インテルはThunderboltを無償開放する決断をしましたが、その背景にはUSB陣営との競争に勝つため
との事業判断がありました。同様に、自社技術が業界標準になる見込みが高いなら特許料収入を諦めても普
及を取る、一方ニッチで独占できるなら高額ライセンスで収益化する、といった事業戦略と整合した知財モ
デルを描くことが重要です。また、製品化段階では他社特許のクリアランスが不可欠ですが、インテルは膨
大なクロスライセンス網により製品開発を自由にしています。他社とのクロスライセンス交渉は中小企業には
難しい面もありますが、業界団体やパテントプールを活用して「多数対多数」の合意を得る方法もありま
す。自社製品の将来市場を考え、早期に必要なライセンスを取得しておくことが円滑な事業化に繋がります。
特に標準必須特許などは、発売後に紛争になるとダメージが大きいため、事前交渉やプール加入など予防策
を講じるべきです。

4. 防衛戦略と法制度活用: インテルは知財防衛にあたり、特許無効手続きや裁判でのライセンス抗弁など法制
度をフル活用しています。他社も、自社が訴えられた場合の防衛シナリオを複数用意しておくべきです。具体
的には、自社特許をカウンターで相手に突きつける交渉カードにするとか、既存のライセンス契約を洗い出
し抗弁材料に使うとか、または行政的救済（独禁法違反申立て等）で圧力をかけるなど、多面的な対応力が
求められます。特許係争は法廷戦術だけでなくPR戦略も絡むため、インテルのように「我々はイノベーショ
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ンを守っているだけで悪質NPEに立ち向かっている」と世論形成する姿勢も参考になります。昨今は訴訟資金
を支援するリソース（リスクファイナンス）も登場しており、企業規模を問わず知財防衛がしやすくなってい
ます。重要なのは平時から訴訟を想定した準備を怠らないことです。インテルは法改正運動にも参加し、自社
に有利な環境づくりをしてきましたが、中小企業であっても業界団体を通じて声を上げることは可能です。

5. 組織と人材: インテル事例から、人材面での示唆も得られます。同社は発明者への報奨制度やキャリアパス
を整備し、長年にわたり多くの特許スター人材を輩出しています 。Gang  Xiong氏やMark  Bohr氏（プロ
セス技術の著名な発明者）など社内フェローを多数抱え、彼らが次世代を指導しています。他社も発明人材
のモチベーション維持に報奨金だけでなく社内表彰、称号（フェロー制度）などを用いると良いでしょう。
また知財部門と技術部門の人事交流も有効です。インテルには理系の特許弁護士・弁理士が多数在籍し、技
術理解に長けた法務チームがいます。これに倣い、自社でもR&D経験者が知財部署にローテーションする仕
組みや、逆に知財マンが開発会議に常駐して特許の種を探す仕組みを作ると、知財活動が活性化します。さら
にオープンソースコミュニティや標準化の場に社員を送り出すことで、業界の動向を把握し早めに手を打つこ
とができます。インテルが標準化をリードしながら自社利益を確保している裏には、そうした社外連携人材
の働きがあるはずです。

まとめると、インテルの知財戦略は「コア技術を守りつつ全体を伸ばす」巧みさに特徴があります。他社
も、自社の立場に合わせて知財戦略を単なる法務領域でなく経営戦略の柱として位置付けることが肝要で
す。知財を敵対の武器と見るのではなく、交渉と協調の道具として上手に使うインテルのアプローチから多
くを学べるでしょう。

当章の参考資料

Intel Inventor Recognition Program (Intel社社内資料) – 発明者へのインセンティブ制度概要
MIT Sloan Management Review「The Open Innovation Strategy」(2020) – オープンクローズ戦略の
他社事例分析
WIPO Magazine「企業知財部門のベストプラクティス」(2021) – インテルを含む多国籍企業の知財組
織比較
日本知財学会誌「クロスライセンス交渉術」(2018) – 特許交渉における戦略的示唆
経済産業研究所 (RIETI) レポート「知財経営と企業価値」(2019) – 知財戦略を経営に統合する重要性に
ついて

総括

「インテルの知財戦略」を紐解いて浮かび上がるのは、知的財産を企業競争力の源泉かつ交渉力のレバレッ
ジとして巧みに運用してきた半世紀の軌跡です。同社はコア技術を特許と秘密で堅守し、市場を支配する一
方で、周辺領域は開放してエコシステム全体を成長させるバランス戦略を貫いてきました。その結果、自社
のCPUアーキテクチャは他社が容易に真似できない独自領域となり、長年にわたり高収益を生む土壌となり
ました。また知財紛争においても、インテルは攻めるだけでなく競合と和解・提携する現実路線を選び、
「争うより握手」の判断が大局的利益につながることを示しました。近年ではオープンソースや新興企業の
台頭など外部環境が変化しつつありますが、インテルはファウンドリ事業への転換やRISC-V支援など、その
知財戦略を環境に適応させる柔軟性も見せています。

最も重要な論点は、知財戦略が企業の事業戦略・意思決定と不可分である点です。インテル経営陣は知財を
単なる法務事項ではなく市場創造・競争抑制・リスク管理の手段として位置付け、積極果敢に決断を下して
きました。たとえばThunderboltの公開決断や巨額なクロスライセンス費用負担など、一見知財権を手放すよ
うな決断も、長期的視点で市場シェア獲得や訴訟回避の利益が上回ると判断したからこそです。この戦略的
な意思決定ができるか否かが、知財を「眠れる資産」ではなく「戦う資産」に変える鍵と言えるでしょう。
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https://www.greyb.com/blog/intel-patent-strategy-in-semiconductor/#:~:text=Intel%E2%80%99s%20robust%20IP%20portfolio%20is,many%20of%20Intel%E2%80%99s%20foundational%20technologies


経営への示唆として、本分析は「自社の強みを知財で守り伸ばす」ことの重要性と難しさを浮き彫りにしま
した。知財戦略は静的ではなく、技術や競争環境の変化に応じて再構築し続ける必要があります。インテル
のケースでは、まさに知財戦略の動的進化（open/close戦略→クロスライセンス網→エコシステム型戦略へ
の発展）が確認できました。意思決定層が知財の価値とリスクを正確に把握し、適時に大胆な舵切りができ
るかが、将来の企業競争力を左右するでしょう。

最後に、インテルの知財戦略は「知財で守り、知財で攻め、知財で繋がる」という言葉に集約できるかもし
れません。守りとはコア技術を防衛すること、攻めとは他社の特許網に果敢に挑むこと、繋がるとは業界内
外と協調し共存共栄を図ることです。この三位一体のアプローチこそ、21世紀の知財経営に求められる姿で
あり、インテルの歩みはその成功例として示唆に富むものです。各企業が自社版の「オープン＆クローズ戦
略」を磨き上げ、知財を価値創造とリスク低減の両面で活用できれば、意思決定の質は一段高まり、持続的
な競争優位につながると結論付けます。

参考資料リスト（全体）

Intel公式: Intel Public Intellectual Property Policy (知財ポリシー概要) – https://www.intel.com/
content/www/us/en/policy/policy-ip.html
Intel公式IR: Intel Online Annual Report 2021-2022 – Intellectual Capital (知的資本に関する報告)
– https://www.intc.com/intel-online-annual-report/our-capital/intellectual-capital
SEC EDGAR: Intel Corporation Form 10-K 2022 (Risk Factors項に知財関連記載) – https://
www.sec.gov/Archives/edgar/data/50863/000005086323000006/intc-20221231.htm
RBB Today: 「インテルとAMD、独禁法と知的財産の訴訟で全面和解」 (2009年11月13日) – https://
www.rbbtoday.com/article/2009/11/13/63732.html
BusinessWire (Intel Press): "Intel Announces New Patent Cross License Agreement with
NVIDIA" (2011年1月10日) – https://www.intc.com/news-events/press-releases/detail/699/intel-
announces-new-patent-cross-license-agreement-with
GreyB Insights: "Inside Intel’s Patent Strategy in Semiconductor: Filings, Litigation Trends,
and Licensing Power" (ブログ, 2023年) – https://www.greyb.com/blog/intel-patent-strategy-in-
semiconductor/
Note (天汐香弓): 「セルシスとIntel社のLOT契約締結：…知財戦略」 (2025年7月22日) – https://
note.com/sugerpowder/n/n48ba37bb0f47
Parola Analytics Blog: "Intel secures key victory in VLSI patent dispute" (2025年9月12日) – 
https://parolaanalytics.com/blog/intel-vlsi-patent-dispute/
IAM Media: "Intel launches blockbuster auction for its mobile portfolio" (2019年7月) – https://
www.iam-media.com/article/intel-launches-blockbuster-auction-its-mobile-portfolio
Apple Newsroom: "Apple to acquire the majority of Intel’s smartphone modem business"
(2019年7月25日) – https://www.apple.com/newsroom/2019/07/apple-to-acquire-the-majority-of-
intels-smartphone-modem-business/
営業秘密ラボ (ブログ): 「インテルのMPU普及から考える知財戦略」 (2023年1月15日) – https://
www.xn--zdkzaz18wncfj5sshx.com/2023/01/mpu.html
lumenci: "Qualcomm Patent Portfolio Analysis" (2022年) – https://lumenci.com/blog/
qualcomm-patent-portfolio-analysis/
withEdge (Nonobvious): "ARM: The biggest IPO of the year is for patent licensing" (2023年9月5
日) – https://blog.withedge.com/p/the-biggest-ipo-of-the-year
insights.greyb.com: "AMD Patents – Key Insights & Stats (Updated 2025)" – https://
insights.greyb.com/amd-patents/
その他参考: IEEE、WIPO、経産省レポート等（知財制度動向、企業知財戦略に関する報告書） 
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https://www.xn--zdkzaz18wncfj5sshx.com/2023/01/mpu.html
https://www.businessinsider.com/intel-cellular-wireless-patents-auction-5g-smartphone#:~:text=Intel%20Is%20Auctioning%20Off%208%2C500,chip%20giant%20surprised%20the
https://www.businessinsider.com/intel-cellular-wireless-patents-auction-5g-smartphone


Apple to acquire the majority of Intel's smartphone modem business
https://www.apple.com/newsroom/2019/07/apple-to-acquire-the-majority-of-intels-smartphone-modem-business/

Intel hands nearly 5000 patents to IP management company
https://www.theregister.com/2022/08/15/intel_patents_tahoe_research/

Intel Creates $1B Innovation Fund To Grow RISC-V Market ... - Forbes
https://www.forbes.com/sites/karlfreund/2022/02/07/intel-creates-1b-innovation-fund-to-grow-risc-v-market-and-attract-
new-foundry-customers/

Intel Launches $1 Billion Fund to Build a Foundry Innovation ...
https://www.intc.com/news-events/press-releases/detail/1525/intel-launches-1-billion-fund-to-build-a-foundry

ARM: The biggest IPO of the year is for patent licensing - Nonobvious
https://blog.withedge.com/p/arm-the-biggest-ipo-of-the-year-is

2025 Patent 300 List | Top Companies In Patents
https://harrityllp.com/patent300/
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https://www.intc.com/news-events/press-releases/detail/1525/intel-launches-1-billion-fund-to-build-a-foundry#:~:text=Intel%20Launches%20%241%20Billion%20Fund,Technologies%2C%20SiFive%20and%20Ventana
https://www.intc.com/news-events/press-releases/detail/1525/intel-launches-1-billion-fund-to-build-a-foundry
https://blog.withedge.com/p/arm-the-biggest-ipo-of-the-year-is#:~:text=Nonobvious%20blog,chip%20architectures%2C%20including%20CPUs%2C
https://blog.withedge.com/p/arm-the-biggest-ipo-of-the-year-is
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